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Ｐ１３００２ 

 

平成２５年度実施方針 

 

新エネルギー部 

 

１．件名：水素利用技術研究開発事業  

 

２．根拠法： 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第１５条第１項第一号ニ 

 

３．背景及び目的・目標 

（１）研究開発の背景及び目的 

①政策的な重要性 

「エネルギー基本計画」（２０１０年閣議決定）では、エネルギー源のベストミックスの確保のため、

２０１５年からの燃料電池自動車（ＦＣＶ）の普及開始に向け、日米欧、関連地域、民間企業等と協

力・連携し、供給インフラを含めた実証的取組を強化するとしている。また、「Cool Earth－エネル

ギー革新技術計画」（２００８年経済産業省策定）では、ＦＣＶ及び水素製造・輸送・貯蔵技術を２０

５０年に世界のＣＯ２排出量を半減する上での重要技術と位置づけている。 

②我が国の状況 

これまで「燃料電池システム等実証研究」（２００６～２０１０年度）、及び「地域水素供給インフラ

技術・社会実証」（２０１１～２０１５年度）において、水素ステーション１９箇所、ＦＣＶ約１４０台を導

入し、ＦＣＶ・水素ステーションの実用性、省エネルギー性、環境負荷低減性能等を実証すると共

に、実用化課題の抽出を進めてきている。 

また、２０１０年７月には燃料電池実用化推進協議会によって、産業界の総意として、２０１５年

にＦＣＶの一般ユーザーへの普及開始に向けたシナリオが提案された。さらに、２０１１年１月には

自動車メーカー及び水素供給事業者１３社が共同声明を発表し、自動車メーカーがＦＣＶ量産車を

２０１５年に４大都市圏を中心とした国内市場への導入と一般ユーザーへの販売開始を目指し、

開発を進めていることや、水素供給事業者が２０１５年までにＦＣＶ量産車の販売台数の見通しに

応じて１００箇所程度の水素供給インフラの先行整備を目指すこと等が示された。 

③世界の取り組み状況 

欧米においても、国家レベルで基礎研究から技術開発、実証研究の取り組みが行われ、さらに、

我が国同様に２０１５年以降からのＦＣＶ及び水素供給インフラの一般普及を目指している等我が

国の国際競争力強化の観点から引き続き戦略的・重点的な取り組みが不可欠である。 

 

 

（２）研究開発の目標 

ＦＣＶ及び水素供給インフラ機器等の国内規制適正化・国際基準調和・国際標準化に

係る研究開発等を行うとともに、近年追加された安全確保に対する要求（通信充填、温

度制御）や、事業性確保のための要求（直接充填、急速充填）によるコストアップ分を
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仕様に反映した上で、さらなる低コスト機器・システム等の実用化技術開発を行い、水

素ステーションコスト・性能目標達成（下記参照）に向けた見通しを得る。更に、将来、

水素をＣＯ２フリー化していくことを目指すシナリオを策定し、シナリオに沿った研究

開発等に繋げる。 

 

『水素ステーション及び水素貯蔵システムのコスト・性能目標』 

＜水素ステーション＞ 

コスト２億円以下／システム［３００Ｎｍ３／ｈ規模の場合、水素製造装置及

び土地取得価格を除く］。 

水素充填３０万回以上の耐久性を有すること。 

水素充填精度±１％以内、水素充填時間３分間以内。 

 

＜ＦＣＶ用水素貯蔵システム＞ 

水素５ｋｇを搭載した場合、質量貯蔵密度６ｍａｓｓ％以上、容器体積１００

Ｌ以下、コスト３０～５０万円以下、かつＦＣＶ低温起動や全開加速に適合す

る水素放出性能を有すること。ただし、現状の高圧タンクシステムに対して車

載時の占有容積が大幅に縮小する等画期的な技術的優位性が見込まれる技術

が提案された場合には、実用性を鑑み目標を別途設定する。 

 

①ＦＣＶ及び水素供給インフラの国内規制適正化、国際基準調和・国際標準化に関する 

研究開発（研究開発項目Ⅰ） 

『最終目標』（平成２９年度） 

２０１０年１２月２８日に原子力安全・保安院から公表された「燃料電池自動車・水素ステー

ション普及開始に向けた規制の再点検に係る工程表」に含まれる検討項目及び２０１２年中

に開催された規制・制度改革委員会グリーンＷＧにおいて検討対象として取りまとめられて

いる新たな規制見直し検討項目（検討項目（案）一覧表Ｎｏ．７１～７５。以下、「公知の規制見

直し項目」という。）について、規制見直しを進めるために必要な研究開発を行い、水素ステ

ーションに係るコスト低減等に資する。 

その他、水素ステーションにおける水素ガス品質管理方法の国際標準化、ＦＣＶにおける

国内規制の適正化・国際基準調和・国際標準化等に資する研究開発を実施する。 

 

②ＦＣＶ及び水素ステーション用低コスト機器・システム等に関する研究開発 

（研究開発項目Ⅱ） 

『最終目標』（平成２９年度） 

上記水素ステーション及び水素貯蔵システムのコスト・性能目標を満足する機器・システム

等の実用化技術開発を実施し、水素ステーションに係るコスト低減等に資する。 

 

『中間目標』（平成２７年度） 

・水素ステーションを構成する機器、部品等の実用化見通し及びコスト低減効果を検証し、水

素ステーション設備コスト低減の目処付けを行う。 
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・水素貯蔵システムの最終目標を達成可能な水素貯蔵材料技術の目処付けを行う。 

（容器質量を勘案してもシステムで６ｍａｓｓ％を実現できる水素貯蔵能力、－３０℃のＦＣＶ起

動に対応可能なこと、１０００ＮＬ／ｍｉｎが必要となる最大加速時の水素供給能力が確保で

きること等） 

 

③ＣＯ２フリー水素及び国際機関等に係る政策・市場・研究開発動向に関する調査研究 

（研究開発項目Ⅲ） 

『最終目標』（平成２９年度） 

・「国際エネルギー機関（ＩＥＡ）」や、「国際水素エネルギー・燃料電池パートナーシッ

プ」（ＩＰＨＥ）における情報収集等により海外の政策・市場・研究開発動向を把握す

るとともに、適切な情報発信を行う。 

・水素エネルギーのＣＯ２フリー化に向けて開発が必要な要素技術に係る技術動向調査

や、ＣＯ２フリー水素の導入・普及に係る可能性調査を行い、ＣＯ２フリー水素の導入

シナリオを作成するとともに、作成したシナリオに沿った研究開発等に着手する。 

 

４．事業内容 

（１）平成２５年度事業内容 

①［委託事業］ 

研究開発項目Ⅰ：「ＦＣＶ及び水素供給インフラの国内規制適正化、国際基準調和・国際標準化

に関する研究開発」 

ＦＣＶ及び水素供給インフラのコスト削減や性能の目標達成に向け、規制の適正化、

国際基準調和、国際標準化に資する研究開発等を行う。水素ステーションに関しては、

設置・運用等における規制の適正化、使用可能鋼材の拡大、水素ガス品質管理方法の確

立等を実現させるための研究開発等を行う。ＦＣＶに関しては、国内規制の適正化や、

国際基準調和を実現させるための研究開発等を行う。 

 

 ②[委託事業、共同研究事業（負担率：１／２）] 

研究開発項目Ⅱ：「ＦＣＶ及び水素ステーション用低コスト機器・システム等に関する研究開発」 

水素エネルギーの導入・普及のためには、機器単体及び要素技術レベルにおいて高性

能化、軽量化、効率向上及びコスト低減が不可欠である。水素製造・輸送・貯蔵・充填

の各機器並びにシステムとしての効率向上に繋がる技術について、ユーザーの立場を考

慮した高性能化、コスト低減、長寿命化及びメンテナンス性向上のため、以下の研究開

発を行う。また、ＦＣＶに関しては、水素貯蔵容器のコスト低減に向けて水素貯蔵材料

の開発を行う。 

  

 ③[委託事業] 

研究開発項目Ⅲ：「ＣＯ２フリー水素及び国際機関等に係る政策・市場・研究開発動向に関する調

査研究」 

水素インフラの市場導入及び普及のためには、国内外における政策・市場・研究開発

動向の調査が必要である。また、ＣＯ２フリー水素への関心が高まってきており、その
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実現のため、ＣＯ２フリー水素の製造、輸送に係る技術動向等について調査を進め、水

素のＣＯ２フリー化実現に向けたシナリオを構築するとともに、構築したシナリオに沿

って研究開発等を進める。 

 

（２）平成２５年度事業規模 

需給勘定  ２,０００百万円（委託事業、共同研究事業［負担率：１／２］） 

      事業規模については、変動があり得る。 

 

５．事業の実施方式 

５．１ 公募 

（１）掲載する媒体 

  「ＮＥＤＯホームページ」及び「e-Rad ポータルサイト」で行う。 

 

（２）公募開始前の事前周知 

  公募開始の１ヶ月前にＮＥＤＯホームページで行う。本事業は、e-Rad 対象事業であり、e-Rad 参

加の案内も併せて行う。 

 

（３）公募時期・公募回数 

平成２５年２月、１回（予定） 

 

（４）公募期間 

原則３０日間とする。 

 

（５）公募説明会 

公募説明会を関東近郊にて１回開催する。 

 

５．２ 採択方法 

（１）審査方法 

e-Rad システムへの応募基本情報の登録は必須とする。 

共同研究及び委託事業者の選定・審査は、公募要領に合致する応募を対象にＮＥＤＯが設置す

る審査委員会（外部有識者で構成）で行う。審査委員会（非公開）は、提案書の内容について外部

専門家（学識経験者、産業界の経験者等）を活用して行う評価（技術評価及び事業化評価）の結果

を参考にとし、本事業の目的の達成に有効と認められる採択候補者を選定した後、ＮＥＤＯはその

結果を踏まえて共同研究及び委託事業者を決定する。 

提案者に対して、必要に応じてヒアリング等を実施する。 

審査委員会は非公開のため、審査経過に関する問合せには応じない。 

 

（２）公募締切から採択決定までの審査等の期間 

４５日間とする。 
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（３）採択結果の通知 

  採択結果については、ＮＥＤＯから提案者に通知する。なお不採択の場合は、その明確な理由を

添えて通知する。 

 

（４）採択結果の公表 

採択案件については、提案者の名称、研究開発テーマの名称・概要を公表する。 

 

６．その他重要事項 

（１）評価の方法 

技術評価実施規程に基づき、技術的及び政策的観点から、研究開発の意義、目標達成度、成

果の技術的意義並びに将来の産業への波及効果等について、外部有識者による中間評価を平成

２７年度に、事後評価を平成３０年度に実施する。評価の時期については、当該研究開発に係る技

術動向、政策動向や当該研究開発の進捗状況等に応じて前倒しする等必要に応じて見直す。 

 

（２）研究開発の運営管理 

経済産業省、ＰＬ、研究開発実施者等と緊密に連携し、適切な運営管理を実施する。また、推進

助言委員会等を設置し、外部有識者の意見を運営管理に反映させる。 

 

（３）複数年度契約の実施 

原則、平成２５～２７年度の複数年度契約を行う。 

 

（４） 知財マネジメントにかかる運用 

「ＮＥＤＯプロジェクトにおける知財マネジメント基本方針」に従ってプロジェクトを実施する。（研

究開発項目Ⅰ、Ⅱのみ。） 

 

７．スケジュール 

（１）本年度のスケジュール：平成２５年２月中旬・・・公募開始 

     ２月中旬・・・公募説明会 

     ３月中旬・・・公募締切 

     ４月下旬・・・契約・助成審査委員会 

     ４月下旬・・・採択決定 

 

８．実施方針の改訂履歴 

（１）平成２５年２月１２日 制定。 

（２）平成２５年５月３０日 改訂。 
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(別紙) 事業実施体制の全体図 

【委託】 【委託】／1/2共同研究 【委託】

テーマ①水素ステーション
の設置・運用等における規
制の適正化に関する研究開
発

テーマ①水素ステーション
用低コスト機器・システム及
びその構成材料等に関する
研究開発

テーマ①海外の政策・市
場・研究開発動向に関する
調査研究

テクノバ

(1)水素ステーションの設
置・運用等における規制の
適正化に関する研究開発

一般財団法人石油エネル
ギー技術センター、一般社団
法人日本産業・医療ガス協
会、日本エア・リキード、豊田
通商、佐賀大学

(1)アルミ製ライナー低コスト
複合容器蓄圧器の開発

ＪＸ日鉱日石エネルギー、
サムテック

1/2共同
研究

(2)水素スタンドの緊急時対
応ガイドラインの整備に関す
る検討

一般財団法人石油エネル
ギー技術センター

1/2共同
研究

テーマ②有機ハイドライドを
用いたロシアからのＣＯ２フ
リー水素導入に関する調査
研究

千代田化工建設

テーマ②燃料電池自動車及
び水素ステーション関連機
器向け使用可能鋼材の拡
大及び複合容器の基準整
備等に関する研究開発

(3)樹脂製ライナー低コスト
複合容器蓄圧器の開発

八千代工業、
東邦テナックス

1/2共同
研究

(1)水素ステーション用複合
容器の供用中検査手法の
研究開発

千代田化工建設
(4)樹脂製ライナー低コスト
複合容器蓄圧器の開発

中国工業
1/2共同
研究

(2)水素ステーション用金属
材料の鋼種拡大に関する研
究開発

一般財団法人石油エネル
ギー技術センター、高圧ガス
保安協会、九州大学

(5)樹脂製ライナー低コスト
複合容器蓄圧器の開発

丸八、
巴商会

1/2共同
研究

(3)複合圧力容器蓄圧器の
基準整備等に関する研究開
発

一般財団法人石油エネル
ギー技術センター、高圧ガス
保安協会、東京大学

(6)水素ステーションの高圧
水素用ホースとシールシス
テムに関する研究開発

水素供給･利用技術研究組
合、九州大学、一般財団法
人化学物質評価研究機構、
横浜ゴム、ＮＯＫ、日本合成
化学工業

(4)燃料電池自動車及び水
素ステーション関連機器向
け使用可能鋼材の拡大に
関する研究開発

一般財団法人金属系材料研
究開発センター、日本製鋼
所、新日鐵住金、愛知製鋼、
独立行政法人物質･材料研
究機構

(5)自動車用圧縮水素容器
の基準整備・国際基準調和
に関する研究開発

一般財団法人日本自動車研
究所、古河スカイ、日本軽金
属、神戸製鋼所、サムテッ
ク、茨城大学

テーマ②燃料電池自動車用
水素貯蔵材料に関する研究
開発

九州大学、
日本重化学工業、
東北大学多元物質科学研究
所、
アツミテック

テーマ③水素ステーションに
おける水素ガス品質管理方
法の国際標準化に関する研
究開発

水素供給･利用技術研究組
合、一般財団法人日本自動
車研究所

テーマ③水素ステーションに
おける水素計量管理方法に
関する研究開発

水素供給･利用技術研究組
合、タツノ、岩谷産業、独立
行政法人産業技術総合研究
所

テーマ④燃料電池自動車へ
の水素充填時における過充
填防止のための措置に係る
技術基準の見直し等に関す
る研究開発

水素供給･利用技術研究組
合、一般財団法人石油エネ
ルギー技術センター、一般財
団法人日本自動車研究所、
佐賀大学、九州大学

テーマ⑤燃料電池自動車の
水素安全基準等の国際調
和に関する研究開発

一般財団法人日本自動車研
究所

ＮＥＤＯ

(2)スチール製ライナー低コ
スト複合容器蓄圧器の開発

ＪＦＥスチール、
ＪＦＥコンテイナー

研究開発項目（Ⅰ）

燃料電池自動車及び水素

供給インフラの国内規制適

正化、国際基準調和・国際

標準化に関する研究開発

研究開発項目（Ⅱ）

燃料電池自動車及び水素ス

テーション用低コスト機器・シ

ステム等に関する研究開発

研究開発項目（Ⅲ）

ＣＯ２フリー水素及び国際機

関等に係る政策・市場・研究

開発動向に関する調査研究

推進助言委員会ＰＬ／サブＰＬ

 


